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繰越金20 億 6,135万円

分担金・負担金３億 5,353万円

繰入金８億 487万円
使用料及び手数料６億 4,616万円

その他１億 3,729万円

諸収入９億 8,584万円

平成23年度のおもな事業

( 単位：万円 )

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引
農業共済特別会計 20,191 19,394 797

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引 翌 年 度
繰越財源

実 質
収 支 額

国民健康保険特別会計事業勘定 757,337 724,930 32,407 0 32,407
国民健康保険特別会計直診勘定 20,716 19,984 732 0 732
介護保険特別会計保険事業勘定 560,202 549,565 10,637 0 10,637
介護保険特別会計サービス事業勘定 5,576 5,383 193 0 193

後期高齢者医療特別会計 72,443 71,054 1,389 0 1,389
訪問看護ステーション特別会計 1,670 1,461 209 0 209
下 水 道 特 別 会 計 387,244 378,467 8,777 3,000 5,777
地方卸売市場特別会計 375 310 65 0 65

駐 車 場 特 別 会 計 1,642 1,633 9 0 9

合　　　計 1,807,205 1,752,787 54,418 3,000 51,418

会　計　名 収益的収入 収益的支出 差　引

水道事業会計
177,243 142,601 34,642

資本的収入 資本的支出 差　引
206,924 265,035 △ 58,111

※水道事業の資本的収支（差引）の不足額は、過年度分損益勘定留保資金
５億 38 万円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 8,073 万円
で補てんしました。
※なお、平成 23 年度の水道事業会計決算は、平成 24 年 10 月 10 日（水）
の本会議で不認定となりました。不認定の要因は、水道部職員による不正
事務処理に対して、「組織としてチェック機能が働いていない」との指摘を
受けたことによるものです。

( 単位：万円 )

( 単位：万円 )

③ 企業会計 地方公営企業法の適用を受ける
公営企業の会計

歳
入

「ありがとう」の笑顔あふれるまちづくり平成23年度のまちづくりテーマ

事業のために借りたお金の返済金

平成
　　  年度

23 決算報告
　平成23年度の丹波市の決算概要をお知らせします

私たちが納めた税金がどのよ
うに使われ、私たちが暮ら

すまちの財政状況はどうなのか。

現在の貯金や借金の説明な
どをまじえながら、平成

23 年度の市のお金の使い道に
ついてお知らせします。

前年度に比べ11億 1,599万円減額となりました。
減額の要因としては、国庫支出金（30.5％減）や市
債（12.9％減）の減額があげられます。

総額 365億 442万円

① 一般会計 福祉や教育、道路整備などにかかる基本的な会計

( 単位：万円 )

② 特別会計 特定の事業を行うために一般会
計と区別して処理する会計

地方譲与税　  、地方消費税交付金 　 、自動車
取得税交付金　  、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交付
金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

　　その他交付金等　13 億 6,839 万円

前年度に比べ11億7,745万円減額となりました。
補助費等の増額要因があったものの、普通建設
事業費や公債費が大幅に減少したため、歳出総
額の減額となりました。

総額 343億 9,896万円

21 億 8,993万円
11 億 5,337万円

労働費１億3,064万円
11 億 4,282万円

総務費
41 億 2,484
万円

災害復旧費
6,842万円

民生費
85 億 1,548
            万円

公債費
66 億 1,394   
　　　万円

衛生費
32 億 4,103
万円

　土木費
32 億 7,806
万円

教育費
36 億 5,370
            万円

農
林
水
産
業
費

商
工
費

消防費

歳
出

議会費２億 8,673万円

市税
76億6,248万円

依存財

源
65
.3
%

自主財
源
34.7 ％

歳　入
365億
442万円

国・県支出金
46 億 9,404
万円

市債
41億5,250万円

地方交付税
136 億 3,797万円

市　民　税 30億 3,821万円
固定資産税 40億 4,020万円
軽自動車税 １億8,339万円
市たばこ税 ４億54万円
入　湯　税 14万円

  市税内訳

その他
交付金等

総務費

・公共交通バス対策事業　5,794万円

・地域づくり事業　9,515万円　

・防災行政無線管理運営事業　5,270万円

民生費

・子ども手当支給事業　12億 9,931万円

・保育所運営費　10億 7,774万円

・生活保護扶助事業　４億57万円

衛生費

・感染症予防事業　2億 789万円

・地域医療対策事業　2億 1,303万円

（うち柏原赤十字病院運営補助金7,000万円）

農林水産業費

・野猪等防除事業　3,602万円

・鳥獣被害防止総合対策事業　3,641万円

・森林林業緊急整備事業　1億 2,757万円

商工費

・商工振興事業　4億 4,183万円

・企業誘致推進事業　4億 88万円

・観光振興事業　8,989万円

土木費

・上牧春日町線、特15号線などの国庫補助道路

　整備事業（繰越分含）　5億 6,444万円

・朝阪谷川、白山谷川などの河川改良事業（繰越  

  分含）　9,710万円

消防費

・消防詰所建設、小型ポンプ購入などの非常備消  

   防施設整備事業　9,461万円　

・防火水槽設置工事などの非常備消防水利整備事業

　4,900万円

教育費

・崇広小学校耐震補強工事など小学校施設整備事業

　2億 805万円

・市島中学校大規模改造工事など中学校施設整備    

   事業（繰越分含）　4億 8,504万円

※繰越分とは、前年度中に完了しなかった事業の予算

を、当該年度に繰り越して実施した事業費のことです。
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【用語解説】

国庫支出金・
県支出金

市が行う特定の事務事業などに、国や県から
交付されるお金

市債

地方交付税　 市の財政力に応じて国から交付されるお金。
財源は、所得税・法人税・酒税・消費税・たばこ税

地方譲与税 国が国税として徴収した税を地方に配分するお金

地方消費税交付金 消費税５％のうち１％分を人口などに基づいて
県から交付されるお金

自動車取得税
交付金　 自動車取得税の一部が県から交付されるお金

分担金及び負担金 特定の事業費の一部を利用者や受益者に負担し
ていただくお金

使用料及び手数料 　公共施設使用料や各種証明手数料など

諸収入 収入の性質によりいずれの科目にも含まれない
収入をまとめたもの

公債費

※１
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※２

※３
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※８
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※ 10

大きな事業をするときに借りるお金

くらしと決算くらしと決算くらしと決算くらしと決算Pick Up 市民・対象者一人あたりに使ったお金をチェック！

対
象
者

一
人
あ
た
り

市
民

一
人
あ
た
り

農家（一戸）に
　　 287,159 円

災害対策に
1,583 円

　　 学校給食利用者に
　　118,180 円

議会運営に
　  4,173 円

 小学生に
168,088 円

人口 68,705 人で計算
（平成 24年 3月末現在・
住民基本台帳人口）

ごみ処理に
12,300 円

　　 学校給食利用者に　　 学校給食利用者に
　　118,180 円　　118,180 円

　　    中学生に
　　　333,343 円

道路・橋・河川に　
23,683 円

社会福祉に
61,472 円

 園児（保育所・幼稚園・ 
 認定こども園等）に
958,923 円
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特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 － 20.0
下 水 道 特 別 会 計 － 20.0
地方卸売市場特別会計 － 20.0

■健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
指標名 健全化判断比率 早期健全

化基準
財政再生
基準

①実質赤字比率 － 12.26   20.00
②連結実質赤字比率 － 17.26 35.00
③実質公債費比率 13.1（12.0 / 21 位） 25.0    35.0
④将来負担比率 58.7（111.6/ 10 位） 350.0    
※①②赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は
「－」表示としています。なお、実質収支は16.2 億円（対標準財
政規模比7.2％）、連結実質収支は42.4 億円（対標準財政規模比
18.7％）の黒字です。

※対標準財政規模…地方自治体が標準的に収入しうる経常的な一
般財源の大きさを示す指標です。

※③④健全化判断比率の（　）内は、県平均と県41団体での丹
波市の順位です。

※資金不足比率…公営企業会計（水道、下水道など）の資金不足額
の料金収入規模に対する割合です。

※資金不足が生じていないため、「－」表示としています。

※①②赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は
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貯金（基金）１人あたり24万円

借金（市債）１人あたり123万円

◇基金残高

＊大きな事業をするときは、15年・20年などローンを
組んで借り入れ、公債費で長期にわたって計画的に返済
します。また、今後の見通しや財政状況などを考慮しな
がら、繰り上げ償還（返済）をすることもあります。

＊丹  波  市 13.1％（平成 23 年度数値）…前年度比1.5％改善 
＊県内平均 12.7％（平成22年度数値）

自治体の収入に対する借金返済額の割合で、特別会計へ
の繰出金のうち借入金返済相当分も含んでいます。家計
に例えると、収入に占めるローン返済額の割合です。低
いほど余裕があり、高いほど苦しい家計（財政）となり
ます。

＊家の貯蓄と同じく、市でも目的に応じて貯金をして
います。貯金全体の残高は、市発足時（平成 16年度）
時より約39億円増えています。

実質公債費比率 [13.1 ％ ]

総額 162 億 2,098 万円

総額 847 億 5,548 万円

73 億円： 特定目的基金（特
定の目的のための積立金）
10 億円：減債基金（市債
の返済を計画的にするた
めの積立金）
66億円：財政調整基金（年
度間の財源の不均衡を調
整するための積立金）

＊一般会計 149 億円の内訳

1

25.0

一部地方債の借入
れが制限される
「起債制限団体」

地方債の発行に県の
許可が必要な「起債
許可団体」

18.0 30
10

兵庫県
平均
12.7

地方債の発行に県の 一部地方債の借入丹波市
13.1
丹波市
13.1

16 年度      22 年度      23 年度  

億円
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特別会計31

92
一般会計

123億円
特別会計13

141
一般会計

154億円

経常収支比率 [ 84.1 ％ ]

家計に例えると、定期的な収入に占める食費や光熱費
などの割合にあたります。人件費や公債費など、どう
しても必要なお金が収入全体のどれくらいを占めてい
るかを表します。低いほど余裕がある家計（財政）と
なり、通常75％以内が理想とされています。

目標
80.0

75 100
丹波市
84.1

兵庫県内市平均
91.8（平成 22 年度数値）

（％）

丹波市
の財政

力

※一本算定とは、合併した市町村をひとつの自治体として普通交
付税を算定することです。なお、合併後の一定期間に限り、一本
算定した場合と、合併前の市町村の状態にあるものと仮定した合
算額とを比較し、有利な方を採用するのが「合併算定替」です。

（％）
経常収支比率の推移

16年度　　    19 年度  　    20 年度   　 21年度 　  22年度 　23年度　     

110.0

105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

86.3
類似
団体

87.988.2

88.1

95.3 94.9 94.594.8

103.9 102.8

丹波市（一本算定）※

丹波市※
84.1

89.789.5 89.7

96.7
99.3

82.2

73 億円： 特定目的基金（特
定の目的のための積立金）
10 億円：減債基金（市債
の返済を計画的にするた
めの積立金）
66億円：財政調整基金（年
度間の財源の不均衡を調
整するための積立金）

＊一般会計 149 億円の内訳

◇市債残高の推移

億円
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1,061億円

847億円
→国保（直診勘定）

７年間で△214億円
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88.1

92.2

「ありがとう」の笑顔あふれるまちづくり平成23年度のまちづくりテーマ
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162億円

　 　 　
　 　 　
　　９
60
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普通会計

下 水 道

84.3

103.9

丹波市

兵庫県内
市平均
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、
丹
波
市
の
収
入
の
約
３
分
の
１
を

占
め
る
普
通
交
付
税
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
段
階
的
に
減
少
し
、
平
成
32
年
度
に
は

現
在
よ
り
約
35
億
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
合
併
特
例
債
等
の
交
付
税
算
入
率
の
高

い
有
利
な
市
債
の
借
入
は
、
今
後
も
増
加
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
市
債
残
高
（
借
金
残
高
）

と
公
債
費
（
借
金
返
済
額
）
を
抑
え
る
た
め
、

引
き
続
き
繰
上
償
還
を
実
施
し
、
健
全
な
財

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【用語解説】

■資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

①実質赤字比率

自治体の収入に対する一般会計などの赤字割
合です。

＊一般家庭のイメージ

１世帯の１年間の収入と支出の結果で、赤字
だったのか・黒字だったのかを判定します。

②連結実質赤字比率

自治体の収入に対する全会計の赤字割合です。

＊一般家庭のイメージ

生計をともにする世帯（２世帯住宅など）全
体で、１年間の収入と支出の結果で、赤字だ
ったのか・黒字だったのかを判定します。

③実質公債費比率

→４ページ参照。

④将来負担比率

自治体の収入に対する将来的に負担が見込ま
れる負債（借入金残高等）の割合です。

＊一般家庭のイメージ

生計をともにする世帯で、住宅取得や自動車
購入などの借入金の今後の返済見込額と貯金
の状況をもとに将来の負担が収入に対してど
の位の割合なのかを判定します。

　
　
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に

　
　
取
り
組
み
ま
す

「財政
指標」

を公表
します

平成2
3年度

決算に
基づく

財
政
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
・
資

金
不
足
比
率
）
と
は
、
家
計
で
の

や
り
く
り
に
例
え
る
と
、
日
々
の
生
活

に
お
け
る
収
入
と
支
出
の
状
況
や
現
在

の
借
金
と
貯
金
の
バ
ラ
ン
ス
を
表
し
た

も
の
で
す
。
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状

況
の
健
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
指
標

だ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

財
政
指
標
っ
て
？

丹波市
の財政

力
で見る数字財政力指数

[0.441]

丹波市
0.441

兵庫県平均
0.63

０

※県平均は平成22年度数値

地方公共団体がどれくら
い自力で財源を調達でき
るかを示すもので、数値
が「１」に近づくほど裕
福な財政とされています。
＊「１」を超えると独自
の収入が十分あり、普通
地方交付税が交付されな
い団体となります。
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